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履修上の
留意点

教科書および配布資料の予習、復習に努め、解らないことは、インターネット等で、その日のうち
に調べておくこと。

参考書
新版「生活と環境」第３版　訂正；岡部昭二、日比野雅俊、三谷一憲、土屋博信、酒井　潔　共著
三共出版（２０１４）

評価方法 学期末試験（記述式）９０％と授業態度（出欠状況等）１０％の総合評価

授業時間外
の学習

「公衆衛生学」は日常生活の学問であるので、毎日の「新聞」「テレビ」「その他スマホ等」による
ニュース、情報等には、日ごろから注意を払っておくこと。

教科書 「シンプル　衛生公衆衛生学」２０２０　　南江堂

高齢者の保健、医療、介護制度、
国際保健医療

高齢者の保健、医療、介護制度、国際保健
の内容について学ぶ。
「公衆衛生学」のまとめを行う。

三谷

地域保健行政、母子保健、学校
保健、　産業保健

地域保健行政の内容、母子保健のあらま
し、学校保健、産業保健、特に職業病につ
いて学ぶ。

三谷

授業形態 講義（教科書、配布プリント）

人間と環境（生態系）、　地球環
境問題

生態系の成り立ち、環境汚染と地球環境問
題について学ぶ。

三谷

物理的、化学的環境要因、　空
気、水等の衛星

環境の物理的、化学的要因と、その健康影
響について学ぶ。
空気、水等の衛生と、その健康影響。

三谷

疾病予防、　健康管理

予防医学的な一次予防、二次予防、三次予
防の内容を学ぶ。
健康管理、健康増進について、特に身近な
喫煙について学ぶ。

三谷

感染症の予防と対策、生活習慣
病と「がん」予防

感染症の成り立ち、予防および最近の感染
症について学ぶ。
生活習慣病および「がん」の現状とその対
策について学ぶ。

三谷

オリエンテーション、「健康」と「公
衆衛生」の定義

健康、公衆衛生とは？
公衆衛生活動、保健医療、社会福祉領域
への従事者の生命倫理。

三谷

保健統計、　疫学
健康指標、人口統計を理解する。
疫学とは何かについて学ぶ。

三谷

教育目標
[一般目標]

　公衆衛生は、組織的な地域社会の努力を通じて、疾病を予防し、寿命を延伸し、身体的および
精神的健康と能率の増進を図る科学である。公衆衛生学は、この知識や体系を学ぶ学問であ
る。ゆえに、非常に広範囲に及ぶ知識を体得する必要のあることを自覚し、授業に臨んでほし
い。

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

科目名 公衆衛生学 担当者 　三谷一憲

学　年 2年 学　期 前期 学　科
理学療法学科
作業療法学科

単位数 1 時間数 30
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授　業　要　項

授業科目 担当講師

学　年 学　期 前期 学　科
理学療法学科
作業療法学科

単位数 1 時間数 30

教育目標
〔一般目標〕

授業計画 担当者

1 吉岡

2 矢倉

3 吉岡

4 吉岡

5 吉岡

6 矢倉

7 矢倉

8 矢倉

授業形態

教科書

参考書

評価方法

授業時間外
の学習

履修上の
留意点

精神科（国試マニュアル100％シリーズ）第6版　　　医学教育出版社

全授業終了後の論述試験（期末試験）にて評価する。

特になし。

精神医学Ⅰ

2年

疾患の概念や診断、病型分類、症状と経過・予後、疫
病因・病態仮説、治療について理解する。

症候のとらえ方や精神症状の定義について理解す
る。

疾患の概念や診断、病型分類、症状と経過・予後、疫
病因・病態仮説、治療について理解する。

疾患の概念や診断、病型分類、症状と経過・予後、疫
病因・病態仮説、治療について理解する。

授業計画（テーマ）

形態は講義形式と関連する映画DVDの放映。学習資源としては、教科書、パワーポイント、DVDを使用する。

標準理学療法学・作業療法学―専門基礎分野　精神医学　第4版　医学書院　　

精神症候学

児童・思春期の精神疾患、老年期
の精神疾患、精神発達遅滞

気分障害

人格障害、摂食障害、睡眠障害

令和２年度

各疾患の概念や診断、病型分類、症状と経過・予後、
疫病因・病態仮説、治療について理解する。

精神医学に関する歴史、関連法規、精神科の診断や
治療について、理解する。

疾患の概念や診断、病型分類、症状と経過・予後、疫
病因・病態仮説、治療について理解する。

疾患の概念や診断、病型分類、症状と経過・予後、疫
病因・病態仮説、治療について理解する。

授業内容　〔行動目標〕

国家試験合格に必要な精神医学の基本的知識を身につけるとともに、精神疾患の病態について理解を深
める。

吉岡　眞吾　　矢倉　伸幸

器質性精神障害
物質関連性精神障害
てんかん

精神医学総論

精神症性疾患

統合失調症

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項

授業科目 担当講師

学　年 学　期 前期 学　科
理学療法学科
作業療法学科

単位数 1 時間数

教育目標
〔一般目標〕

授業計画 担当者

2 饗場

6 片山

7 齋藤

9 橋本

授業形態

教科書

参考書

評価方法

授業時間外
の学習

履修上の
留意点

令和２年度

1

3

4

5

8

2年

神経症候学ならびに神経内科及び脳神経外科領域でみられる疾患・障害の基礎知識について学習する。

授業計画（テーマ）

講義

河村満：メディカルスタッフのための神経内科学，医歯薬出版

期末試験

講義日程は時間割表にて確認すること

てんかんの臨床型と症候を理解する。

各神経症候について、その概念、種類および原因、評価な
どについて学び、症候の理解を深める。

錐体外路症候について、概念、病態生理を理解し、その症
候について学ぶ。

各神経症候・疾患について、その概念を理解し、病態生理、
分類・種類などについて学ぶ。

自律神経症候について、その概念や主な症候を理解する。
認知症について、主要な疾患について学び、その基礎知識
を理解する。

筋萎縮と歩行障害について、その概念や症候、種類や検査
所見などを理解する。

各神経症候・疾患について、その概念を理解し、病態生理・
発現機序、主な原因や疾患、分類、評価法などについて学
ぶ。

授業内容　〔行動目標〕

犬飼 晃　　横川 ゆき　　齋藤 由扶子　　片山 泰司
饗場 郁子　　榊原 聡子　　見城 昌邦　　橋本 里奈

佐藤実咲

30

犬飼

榊原

横川

佐藤

見城

運動麻痺（P33～）
運動失調（P36～）
ミオパチー（P234～）

精神症状（P83～）
高次脳機能障害（P88～）

感覚障害・疼痛（P63～）
運動ニューロン疾患（P209～）

筋萎縮（P52～）、歩行障害（P58～）

構音障害・嚥下障害・球麻痺症状
（P28～）
睡眠障害（P70～）、障害評価（P124～）

てんかん（P188～）

錐体外路症候（P43～）

自律神経症候（P76～）
認知症（P142～）

意識障害・めまい・失神（P16～）
脳神経障害（P22～）
姿勢反射障害と姿勢異常（P49～）

神経内科学Ⅰ

各神経症候・疾患について、その概念を理解し、病態生理・
発現機序、主な原因や疾患、分類、評価法などについて学
ぶ。

精神症状と高次脳機能障害について、その概念を理解し、
症状・分類、検査などについて学習する。

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項

授業科目 担当講師

学　年 学　期 前期 学　科
理学療法学科
作業療法学科

単位数 1 時間数 30

教育目標
〔一般目標〕

授業計画 担当者

1 山田

2 佐野

3 垂水

4 野田

5 奥村

6 八木

7 林

授業形態

教科書

参考書

評価方法

授業時間外
の学習

履修上の
留意点

2年

講義

寺野　彰　総編集：シンプル内科学 改訂第2版．南江堂

期末試験

呼吸器疾患　腫瘍

呼吸器疾患　アレルギー

講義日程は時間割表にて確認すること

授業計画（テーマ）

基本的な内科学的知識について学習する。
内科学Ⅰでは特に心疾患・呼吸器疾患について理解を深める。

令和2年度

呼吸器の機能と構造を理解し、呼吸器疾患の症状と
所見、呼吸機能を測定する検査法なとについて学習す
る。

授業内容　〔行動目標〕

腫瘍性呼吸器疾患の概念、病態生理、症状、診断、治
療の基本的知識について理解を深める。

アレルギー性呼吸器疾患の概念、病態生理、症状、診
断、治療の基本的知識について理解を深める。

循環器総論
　循環器疾患（虚血性心疾患・心不全）

咀嚼・嚥下機能、オーラル・フレイル

循環器の解剖と生理について理解し、主な循環器疾
患の概念、病理、症状、臨床所見、検査、治療につい
て学習する。

口腔・頸部の解剖および、咀嚼・嚥下機能、フレイル、
サルコペニアの病態について理解を深める。

山田　憲隆　　佐野　将宏　  垂水　修　  林　悠太
八木　光昭    野田　浩範    奥村　秀則

内科学Ⅰ

呼吸器総論

呼吸器疾患　慢性呼吸器疾患

呼吸器疾患　感染症

慢性呼吸器疾患の概念、病態生理、症状、診断、治療
の基本的知識について理解を深める。

感染性呼吸器疾患の病態、診断、治療の基本的知識
について理解を深める。

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項

令和２年度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

科目名 整形外科学Ⅰ 担当者 杉浦英志　竹中裕人

学　年 2 学　期 前期 学　科
理学療法学科
作業療法学科

単位数 1 時間数 30

教育目標
[一般目標]

整形外科学の疾患の病態と原因を学ぶ．肉体の構造，運動等の理解を深める．整形外科治療学におけ
る疾患の概念，病態，診断，治療その対応を学ぶ．解剖学に基づいた運動器の基本知識をまなび，疾
病・外傷の理解を深め，知識に基づいた運動器リハビリが行えるように理解を深める．

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

【総論】整形外科について
整形外科診断に関する一般的な知識を理解す
る．

竹中

【総論】整形外科の診断学
整形外科領域の診療への係わりおよび検査法
についてのおおよそを理解する．

竹中

【総論】整形外科学的治療法
整形外科治療に関する一般的な保存療法およ
び手術療法について理解する．

竹中

【全身性の疾患】慢性関節疾患
慢性関節疾患に対する整形外科領域の診療へ
の係わりを理解する．

杉浦

【全身性の疾患】リウマチとその類似
疾患

リウマチとその類似疾患に対する整形外科領域
の診療への係わりを理解する．

履修上の留
意点参照

【全身性の疾患】感染症
感染症性疾患に対する整形外科領域の診療へ
の係わりを理解する．

杉浦

【全身性の疾患】代謝・内分泌疾患
代謝・内分泌疾患に対する整形外科領域の診
療への係わりを理解する．

履修上の留
意点参照

【全身性の疾患】ロコモティブシンド
ロームと運動器不安定症

ロコモティブシンドロームおよび運動器不安定症
に対する整形外科領域の診療への係わりを理
解する．

杉浦

【全身性の疾患】骨・軟部腫瘍
骨・軟部腫瘍に対する整形外科領域の診療へ
の係わりを理解する．

杉浦

【全身性の疾患】神経疾患・筋疾患
神経疾患・筋疾患に対する整形外科領域の診
療への係わりを理解する．

履修上の留
意点参照

【全身性の疾患】骨系統疾患
骨系統疾患に対する整形外科領域の診療への
係わりを理解する．

履修上の留
意点参照

【全身性の疾患】骨壊死性疾患及び
骨端症

骨壊死性疾患及び骨端症に対する整形外科領
域の診療への係わりを理解する．

竹中

【全身性の疾患】四肢循環障害
四肢循環障害に対する整形外科領域の診療へ
の係わりを理解する．

履修上の留
意点参照

【全身性の疾患】四肢切断及び四肢
欠損

四肢切断及び四肢欠損に対する整形外科領域
の診療への係わりを理解する．

竹中

【全身性の疾患】慢性疼痛疾患
慢性疼痛疾患に対する整形外科領域の診療へ
の係わりを理解する．

履修上の留
意点参照

【全身性の疾患】スポーツ整形外科
スポーツ整形外科に対する整形外科領域の診
療への係わりを理解する．

竹中

【全身性の疾患】障がい者スポーツ
障がい者スポーツに対する整形外科領域の診
療への係わりを理解する．

竹中

授業形態 講義

教科書 高橋邦泰，芳賀信彦　編：整形外科学テキスト改訂第4版．南江堂

参考書

評価方法 期末試験（100％）

授業時間外
の学習

授業前には解剖学，運動学の復習をし，授業後には復習を1時間程行って知識の定着をはかること

履修上の
留意点

前期は総論　I　整形外科学の基礎知識、各論　II　全身性の疾患の授業を中心に行う。
【全身性の疾患】代謝・内分泌疾患、神経疾患・筋疾患、四肢循環障害、慢性疼痛疾患は内科学・神経内
科学の授業と重複するので、整形外科の授業には含めない。教科書の該当箇所は内科学・神経内科学
授業時に参照すること。
【全身性の疾患】リウマチとその類縁疾患、骨系統疾患は後期に授業を行う。

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項

令和２年度

1

2

3

4

5

6

7

8

科目名 臨床心理学 担当者 佐藤　明美

学　年 2 学　期 前期 学　科
理学療法学科
作業療法学科

単位数 1 時間数 30

教育目標
[一般目標]

こころ・からだの問題を抱えた”人”をどのように理解し、どのように関わることが援助的となるのか、臨床心
理学的視点から学ぶ。また学んだ知識と技法が、リハビリテーション上での患者さまとの関わりにおいて、
どのように生かすことができるのかを学ぶ。

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

臨床心理学とは？
実習Ⅰ：　名札づくり

臨床心理（公認心理士）の職域と他職種協働、ＰＴ／ＯＴとの
関わりについて知る。
実習Ⅰ：　心の表現（自己開示）と他者理解について体験的
に学ぶ。

佐藤明美

心理アセスメント
実習Ⅱ：　心理検査の体験

知能・人格・認知など各種心理検査を用いた心理的アセスメ
ントとそのプロセスについて知る。
実習Ⅱ：　心理検査の被検者体験を通して、検査内容だけで
なく、被検者が被る影響を知る。

佐藤明美

心理療法➀　来談者中心療法
実習Ⅲ：　自分と他者の準拠枠の違
い

援助的人間関係と心理療法の基礎について知る。
実習Ⅲ：　相手の準拠枠で理解することの重要性を学ぶ。 佐藤明美

こころ・からだの発達段階・発達課題
実習Ⅳ：　カウンセリング体験　その１

エリクソン・ピアジェの発達段階・発達課題について知る。
実習Ⅳ：　異なるタイプのセラピストによってどんな影響を被
るのか体験的に理解する。

佐藤明美

防衛機制／転移・逆転移／障害受容
実習Ⅴ：　カウンセリング体験　その２

臨床心理学的理解・援助のキー概念について学び、リハ場
面に置き換えて理解する。
実習Ⅴ：　「傾聴」を通して援助的な聴き方を体験的に学ぶ。

佐藤明美

教科書 リハベーシック　心理学・臨床心理学　（医歯薬出版）

精神科的な心の病
実習Ⅵ：　カウンセリング体験　その３

代表的な精神疾患のうち、統合失調症、うつ病、発達障害に
ついて知識を身につける。
実習Ⅵ：　援助的な対話の技術を体験的に学ぶ。

佐藤明美

心理療法②　認知療法／ＳＳＴなど
実習Ⅶ：　各種心理療法の体験

伝統的な心理療法から最近のものまで、広く体験的に学び、
目的や方法、効果について理解する。
実習Ⅶ：　ＴＥＧ・認知療法・ＳＳＴの導入を体験する。

佐藤明美

心理療法③　芸術療法／集団療法
実習Ⅷ：　各種芸術療法の体験

芸術療法、集団療法の意義と方法、効果について体験的に
学ぶ。
実習Ⅷ：　スクウィグル・コラージュ療法を体験的に理解す
る。

佐藤明美

授業形態 講義　体験実習　振り返り（自己記入式）の提出

履修上の
留意点

実習体験によっては、さまざまな心理的影響を被る可能性がある。
それゆえ、実習では互いのプライバシーを守り、ここでのできごとはむやみに口外しないこと。たとえ学生であったとし
ても専門家（の卵）としての守秘義務が課せられているものとして取り組むこと。
実習中は、自身が心理的にどのような状態にあるのか十分自覚し、内省につとめ、授業後はその体験の消化に務め
ること。これらが自分だけでは難しい場合は、担当者にすみやかに申し出ること。
カウンセリング実習では仮想事例を用いる。個人の悩みを無理に開示することのないよう慎重に取り組むこと。

参考書 藤田哲也監修　串崎真志編著　絶対役立つ臨床心理学

評価方法 毎回の振り返り用紙への記入　（40％）、　筆記試験（60％）

授業時間外の
学習

授業時間中に「振り返り」の記入に時間が割けなかった場合は、授業後早いうちに記入し提出。

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項

令和２年度

1

2

3

4

5

6

7

8
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担当者の
実務経験

病院勤務による理学療法実務経験あり

評価方法 　筆記試験（１００％）

授業時間
外の学習

　生理学，物理学の復習をして臨むこと

履修上の
留意点

　この講義で学んだことを物理療法学実習に繋げる意識を常に持つこと

授業形態 　配布資料および教科書を元にした講義形式

教科書 　物理療法学（金原出版）

参考書
　標準理学療法学　物理療法学（医学書院）
　物理療法のすべて　（医歯薬出版）

マッサージ療法

物理療法の中のマッサージ療法の位置づけを説明でき
る。マッサージ療法の基礎を学び体験実習(頸部・上肢)を
行える。マッサージ療法の基礎を学び体験実習を行える
(下肢)

川瀨　翔太

物理療法のリスク管理
問題演習

物理療法のリスク管理について説明できる
物理療法学で学んだ知識の整理を行い理解を深める

川瀨　翔太

電気療法
電気の物理的特性について説明できる
電気療法の実施・禁忌について説明できる

川瀨　翔太

牽引療法，光線療法
牽引療法の実施・禁忌について説明できる
光線療法の実施・禁忌について説明できる

川瀨　翔太

寒冷療法 寒冷療法の実施・禁忌について説明できる 川瀨　翔太

水治療法
水の物理的特性について説明できる
水治療法の実施・禁忌について説明できる

川瀨　翔太

温熱療法概論・表在性温熱療
法

温熱療法の概略を説明できる
表在性温熱療法の実施・禁忌について説明できる

川瀨　翔太

深達性温熱療法 深達性温熱療法の実施・禁忌について説明できる 川瀨　翔太

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

物理療法概論・必要な基礎知
識

理学療法の中の物理療法の位置づけを説明できる
物理療法に必要な基礎的な物理学の知識を復習する

川瀨　翔太

単位数 2 時間数 45

教育目標
[一般目標]

物理療法によって得られる生理学的効果について説明できる
物理療法の実施について必要な準備・治療前後の指導・禁忌も含めて説明できる

科目名 物理療法学 担当者 川瀨　翔太

学　年 2年 学　期 前期 学　科 理学療法学科

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項

令和２年度

1

2

3

4

5
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7
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評価方法 川瀨：筆記試験（６７％）,嵯峨：筆記試験（２３％）,レポート（1０％）

授業時間外の
学習

　ｋｅｙ　word（別紙）について事前に調べ，予習ノートを作成する．
　特に骨・関節の名称および滑膜性関節の基本構造と分類、筋の起始停止を復習しておくこと．

履修上の
留意点

　スケルトンなどを利用して３次元でイメージしよう．

授業形態 　講義

教科書 　Donald　A Neumann：筋骨格系のキネシオロジー，医歯薬出版株式会社

参考書

　松野丈夫・中村利彦編：標準整形外科学，医学書院
　中村隆一：基礎運動学，医歯薬出版株式会社
　図解関節・運動器の機能解剖，運動器の機能解剖，カパンディ関節の生理学
　日本人体解剖学，分担解剖学，Essential解剖学

体幹
脊柱，椎間関節，椎間板の特徴と機能が説明できる．
脊柱・体幹の筋の機能について説明できる．呼吸運動
について説明できる．

川瀨　翔太

歩行
姿勢と重心，歩行の指標、重心の移動，各関節の変
化、筋の活動，床反力，異常歩行を説明することがで
きる．

川瀨　翔太

膝関節

膝関節の特徴と機能が説明できる．膝関節の靭帯、
関節半月の機能が説明できる．膝関節の運動と靭帯
の作用を関連付けて説明できる．膝関節の関節包内
運動が説明できる．膝関節の筋の作用を説明できる．

川瀨　翔太

足関節

下腿及び足根および足部の関節の構造を説明でき
る．足関節および足部の運動軸に対する骨運動と筋
の作用が説明できる．足のアーチについて説明でき
る．

川瀨　翔太

手関節
“手”の構成と機能について説明できる．手関節・手指
の特徴を理解し、その構造と関節運動および筋の作
用について説明できる。

嵯峨　守人

股関節

股関節の特徴と機能が説明できる．股関節の構成体
について説明できる．股関節に関する各種計測につ
いて説明できる．荷重時に於ける股関節のメカニクス
について説明できる．股関節の異常が原因となる歩
行について説明できる．

川瀨　翔太

肩関節
肩複合体の解剖学的特徴と機能が説明できる．肩複
合体の筋の作用と複合運動を説明できる．肩関節の
靭帯の機能について説明できる．

嵯峨　守人

肘関節
肘関節の特徴と機能が説明できる。肘関節の構成体
について説明できる。肘関節および前腕の関節運動
について説明できる。

嵯峨　守人

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

総論
「運動学とは」および捉え方，機能解剖の整理の仕
方，学習の進め方などを説明する．

川瀨　翔太

単位数 1 時間数 30

教育目標
[一般目標]

　人が運動を行う場合の基本となる関節運動を中心にその構造と機能を理解する．
　解剖学・生理学・物理学・基礎運動学が基礎となっているため，それらを関連づけて理解するとよい．
　各関節を解剖学的特徴，関節の安定性と機能解剖，運動の３つのカテゴリ―に分け整理するとよい．

科目名 運動学 担当者 嵯峨　守人　　川瀨　翔太

学　年 2年 学　期 前期 学　科 理学療法学科
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授　業　要　項

令和２年度

1

2

3

4

5

6

7

担当者の
実務経験

病院勤務による理学療法実務経験あり

評価方法 期末試験（客観試験65％・実技試験30％）　　課題発表5％

授業時間外の
学習

1年次に履修した基礎理学療法学を復習しておくこと（30分）。課題発表は時間を厳守し、他者にわかりや
すく伝えられるように準備をする。

履修上の
留意点

この授業は運動療法の基礎的な手技を学習する場である。そのため、実際に即した状況を想定して行える
ように、被験者を学生と思わず患者と思って実施する。また、その際のオリエンテーションの仕方やコミュニ
ケーションのとり方にも注意しながら行う必要がある。実技実習時では動きやすい服装で臨み、講義にお
いては、参考書を持参することが望ましい。

授業形態 講義、実技実習、課題発表

教科書 特になし

参考書
標準理学療法学　運動療法学　総論　第4版　医学書院
1年次基礎理学療法学授業資料

姿勢と協調性、運動学習
姿勢と重心、運動制御、協調性について実習を通して
理解を深める。運動療法を実施していく中で運動学習
の理論に基づいた実際を説明できる。

中川

課題発表
（治療体操と基礎疾患への運動効
果）

発表および実習を通して、疾患に基づいた治療体操
を学び、体験する。また、基礎疾患（高血圧症・高脂血
症・糖尿病）の病態に触れ、その運動療法について学
ぶ。

中川

筋力増強運動
筋力増強運動の目的・種類・方法・適応を理解し、注
意点に配慮しながら実施できる。また、そのために必
要な知識を再確認する。

深谷

運動と呼吸・循環・代謝

運動と呼吸・循環・代謝の関係を理解し、運動におけ
る身体の変化について説明できる。また、全身持久力
の評価とエネルギー代謝について実習を通して理解
を深める。

深谷

バイタルサイン
バイタルサインについて説明でき、その主要な測定を
実施する。理学療法を実施するにあたり、リスク管理
に必要不可欠な情報として理解できる。

中川

関節可動域運動・伸張運動
関節可動域運動・伸張運動の目的・種類・方法・適応
を理解し、注意点に配慮しながら実施できる。また、そ
のために必要な知識を再確認する。

深谷

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

運動療法
1年次に学んだ運動療法の概念について振り返り、そ
の目的・種類を説明できる。また、臨床実習（Ⅰ）で実
際に見学した運動療法を挙げることができる。

中川

単位数 1 時間数 45

教育目標
[一般目標]

基礎理学療法学で学んだ運動療法の基礎的事項の理解を実習を通して整理し、再学習する。
運動療法の基本的な方法・手技に触れる。

科目名 基礎理学療法学　実習 担当者
　深谷　真知子

中川　誠

学　年 2年 学　期 前期 学　科 理学療法学科
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授　業　要　項

令和２年度

1
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履修上の
留意点

一部、病院で実習を行うため、周囲への配慮を欠かさないこと。

担当者の
実務経験

病院勤務による理学療法実務経験あり

参考書
標準理学療法学　物理療法学第5版（医学書院）
物理療法のすべて　（医歯薬出版）

評価方法 実習計画及び実習態度（41％）、レポート（41％）、発表（18％）

授業時間外の
学習

1～2時間の事前事後学習を要す

発表
グループ毎に割り当てられたテーマについて発
表する

伊藤　剛

授業形態 グループ学習、グループ実習、グループ発表

教科書 物理療法学　改訂第２版（金原出版）

実習⑦（水中トレッドミル） グループ毎に実習⑦は病院の水治療室で行う。 伊藤　剛

発表準備
グループ毎に割り当てられたテーマについて発
表の準備を行う

伊藤　剛

実習⑤（超音波、ホットパック）
4グループに分かれ、左記のテーマの実習を順
番に行う。
実習⑤⑥は病院の水治療室で行う。

伊藤　剛

実習⑥（渦流浴、牽引）

発表のオリエンテーション
水中トレッドミルのオリエンテーション

発表のオリエンテーション
水中のトレッドミルの概要説明、実習計画書の作
成

伊藤　剛

実習①（ホットマグナー）

4グループに分かれ、左記のテーマの実習を順
番に行う。

伊藤　剛

実習②（アイスマッサージ）

実習③（極超短波）

実習④（低周波）

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

オリエンテーション
実習概要の説明。使用機器の取り扱い説明。実
習計画書の作成。

伊藤　剛

単位数 1 時間数 45

教育目標
[一般目標]

物理療法の機器を実際に使用し、生体反応を生理学的な観点から理解する。
使用する機器の取り扱い方法、適応や禁忌について確認する。
患者さんへの実施上の説明や使用する姿勢など、相手への配慮について学ぶ。
自ら実習計画をたて実習を行い考察することを通し、研究過程を体験する。

科目名 物理療法学　実習 担当者 伊藤　剛

学　年 2年 学　期 前期 学　科 理学療法学科

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項
令和２年度
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履修上の
留意点

実技実習を行う際には動きやすい服装で臨むこと。爪の手入れも怠らないこと。アクセサリー厳禁。
また、被験者を学生と思わず患者様と思って行うようにする。そのため、オリエンテーションやコミュニケーションの仕方
にも注意をする。
理学療法専門科目を含め、学習した臨床医学的知識が総合的に統合されること。

担当者の
実務経験

病院勤務による理学療法実務経験あり

参考書
１）臨床での測定精度を高める！　ROM測定法（メジカルビュー社）
２）ビジュアルレクチャー　理学療法基礎評価学（医歯薬出版）

評価方法 実技試験（40%）　筆記試験（60%）

授業時間外の
学習

1-1.5時間程度の事前事後学習を要す

まとめ
知識の整理を行う。
オリエンテーションを含めて実技を習得する。

嵯峨

授業形態 講義、実技実習、グループ討議

教科書
１）ベッドサイドの神経の診かた（南山堂）
２）新・徒手筋力検査法（協同医書出版社）
３）理学療法評価学（金原出版株式会社）

脳神経・意識障害・認知症検査
（講義・実技）

脳神経・意識障害・認知症検査の意義・方法を
説明できる。
オリエンテーションを含めて実技を習得する。

嵯峨

高次脳機能検査（講義・実技）
高次脳機能検査の意義・方法を説明できる。
オリエンテーションを含めて実技を習得する。

嵯峨

感覚・反射検査（講義・実技）
感覚・反射検査の意義・方法を説明できる。
オリエンテーションを含めて実技を習得する。

嵯峨

筋トーヌス・協調性・ADL検査
（講義・実技）

筋トーヌス・協調性・ADL検査の意義・方法を説
明できる。
オリエンテーションを含めて実技を習得する。

嵯峨

徒手筋力テスト（講義・実技）
頸部・体幹の筋力テストの意義・方法を説明でき
る。
オリエンテーションを含めて実技を習得する。

嵯峨・深谷

形態測定・整形外科学検査
（講義・実技）

形態測定・整形外科学検査の意義・方法を説明
できる。
オリエンテーションを含めて実技を習得する。

嵯峨

関節可動域テスト（講義・実技）
徒手筋力テスト（講義・実技）

頸部・体幹の関節可動域テストの意義・方法を説
明できる。
上肢の徒手筋力テストの意義・方法を説明でき
る。

嵯峨・深谷

徒手筋力テスト（講義・実技）
下肢の徒手筋力テストの意義・方法を説明でき
る
オリエンテーションを含めて実技を習得する。

嵯峨・深谷

関節可動域テスト（講義・実技）
上肢の関節可動域テストの意義・方法を説明で
きる。
オリエンテーションを含めて実技を習得する。

嵯峨・深谷

関節可動域テスト（講義・実技）
下肢の関節可動域テストの意義・方法を説明で
きる。
オリエンテーションを含めて実技を習得する。

嵯峨・深谷

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

評価とは？（講義） 評価の意義・目的について説明できる。 嵯峨

単位数 2 時間数 45

教育目標
[一般目標]

患者の全体像の把握・問題点の抽出および治療プログラム立案の基礎となる理学療法評価の意義・方法
を学び、実施できるようにする。

科目名 理学療法評価学Ⅰ 担当者
嵯峨　守人

深谷　真知子

学　年 2 学　期 前期 学　科 理学療法学科

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項

令和２年度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

履修上の
留意点

疾患や患者像をイメージして状況に合わせたADL指導ができるよう目指してください．実技実習がある場
合は，動き易い服装で望んでください．

担当者の
実務経験

病院勤務による理学療法実務経験あり

参考書

鶴見隆正　編集：標準理学療法学　日常生活活動学・生活環境学　第３版，医学書院
細田多穂　監修：ｼﾝﾌﾟﾙ理学療法ｼﾘｰｽﾞ　日常生活活動学テキスト，南江堂
伊藤利之ほか編：新版　日常生活活動（ADL）－評価と支援の実際－，医歯薬出版株式会社
土屋弘吉ほか編：日常生活活動（動作），医歯薬出版株式会社
伊藤利之ほか編：ADLとその周辺，医学書院

評価方法 筆記試験60％　実技試験30％　発表10％　

授業時間外の
学習

疾患別①～⑥におけるADL指導の実際については、グループで話し合い、発表も行ってもらいます．当
日、実技指導を含めた内容での発表ができるよう、事前準備（資料を集め、まとめる）を十分行ってから授
業に臨んでください．

疾患別ADL⑥　呼吸器・循環器疾
患、老年期障害

呼吸器・循環器疾患患者における疾患の特徴，ADL指導の
目的，評価の要点，指導内容注意点を説明し指導ができる．
老年期障害の特徴と評価，予防、認知症に対する接し方を
学ぶ

中村　敦子

授業形態 講義，実技実習，グループ発表

教科書 千住秀明　監修：日常生活活動（ADL）第２版　神陵文庫，1年次　日常生活活動　授業資料

疾患別ADL④　パーキンソン病　
パーキンソン病患者における疾患の特徴，ADL
指導の目的，評価の要点，指導内容注意点を説
明し指導ができる．

中村　敦子

疾患別ADL⑤　片麻痺
片麻痺患者における疾患の特徴，ADL指導の目
的，評価の要，指導内容注意点を説明できる．

中村　敦子

疾患別ADL②　関節リウマチ
関節リウマチ患者における疾患の特徴，ADL指
導の目的，評価の要点，指導内容注意点を説明
し指導ができる．

中村　敦子

疾患別ADL③　脊髄損傷
脊髄損傷患者における疾患の特徴，ADL指導の
目的，評価の要点，指導内容注意点を説明し指
導ができる．

中村　敦子

ADL評価の実際 症例を通して，評価を学ぶ．（BI，FIM） 中村　敦子

疾患別ADL①　人工股関節・腰痛症
骨・関節疾患患者における疾患の特徴，ADL指
導の目的，評価の要点，指導内容注意点を説明
し指導ができる

中村　敦子

介助の基本　（実技）
基本動作について多様な見方から評価を行う．
介助の基本を説明できる．

中村　敦子

標準的ＡＤＬ動作の評価と指導　（実技）
身の回り動について構成要素に分け，要因別に
分析する．

中村　敦子

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

１年次の復習
基本動作（ポジショニング、杖動作）

ADLの概念と範囲，位置付け，評価の進め方，
実用性を説明できる．(復習）
杖の処方と動作を重症度別に指導できる．
ADLの基本動作の一つである臥位，座位につい
て意義，解剖運動学的に望ましい姿勢を説明
し，ポジショニング、指導が行える

中村　敦子

単位数 1 時間数 45

教育目標
[一般目標]

日常生活活動の評価ができる
代表疾患の日常生活活動（動作）の特徴を知り介助方法，指導方法を学ぶ

科目名 日常生活活動実習 担当者 中村　敦子

学　年 2 学　期 前期 学　科 理学療法学科

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項
令和２年度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

担当者の
実務経験

病院で作業療法に従事

評価方法 期末試験 （筆記試験）；100点

授業時間外の学
習

授業前には基礎となる解剖学、基礎運動学の復習をしておくこと。また、講義前に配布されるプリントを用いて事前学習および調
査を行い、授業に臨むこと。授業内容を元に1時間程度の復習を行うこと。

履修上の
留意点

学習理解には基礎的な知識（筋の起始停止、作用など）が必須であり、ボリュームも多く、授業速度も速いため、必ず予習、復習
をすること。

授業形態 講義、グループ学習

教科書
Donald　A Neumann：筋骨格系のキネシオロジー　第３版，医歯薬出版株式会社
中村隆一：基礎運動学　第６版，医歯薬出版株式会社

参考書
カパンディー関節の生理学、グレイ解剖学、関節・運動器の機能解剖
15レクチャーシリーズ運動学、標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　運動学

脊柱について

脊柱を構成する骨、関節について列挙できる。
脊柱の構造と運動機能を説明できる。
脊柱の関節における解剖学的特徴、関節構造、運動につ
いて説明することができる。

水野

歩行について

歩行周期について説明できる。
歩行における関節・筋の活動、力学などを説明することが
できる。
床反力について説明することができる。

水野

膝関節について

手関節を構成する骨、関節について列挙できる。
膝関節の構造と運動機能を説明できる。
膝関節における解剖学的特徴、関節構造、運動について
説明することができる。

水野

足関節について

足関節を構成する骨、関節について列挙できる。
解剖学特徴から関節の分類、運動軸について説明できる。
運動時における腓骨の動きについて説明できる。
主動作筋と補助筋、関節の制限因子について述べることが
できる。

水野

手関節について

手関節を構成する骨、関節について列挙できる。
手関節・手指の構造と運動機能を説明できる。
手関節における解剖学的特徴、関節構造、運動について
説明することができる。

水野

股関節について

股関節を構成する骨、関節について列挙できる。
解剖学的特徴から股関節の機能を説明できる。
主動作筋と補助筋、関節の制限因子について述べることが
できる。

水野

肩関節について

肩関節を構成する骨、関節について列挙できる。
肩関節の構造と運動機能を説明できる。
肩関節における解剖学的特徴、関節構造、運動について
説明することができる。

水野

肘関節について

肘関節を構成する骨、関節について列挙できる。
関節分類から運動軸について説明できる。
主動作筋と補助筋、関節の制限因子について述べることが
できる。

水野

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

オリエンテーション
「運動学とは」および捉え方、機能解剖の整理の仕方、学
習の進め方などを説明する。

水野

単位数 1 時間数 30

教育目標
[一般目標]

運動障害を治療対象とする作業療法士にてとって運動学はその理論的基礎をなす重要な科目である。正常運動とその仕組みに
関して基礎知識を身につける。

科目名 運動学 担当者 水野　準也

学　年 2年 学　期 前期 学　科 作業療法学科

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項

令和２年度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

担当者の
実務経験

笹原：障害者領域で革細工を教授していた経験あり。
輿・梅田・山田：病院で作業療法に従事

評価方法
学習後のレポートと作品で評価をする
笹原（30点）、輿（50点）、梅田（１0点）、山田（10点）

授業時間外の
学習

作品制作には道具や材料および手順を確認して臨むこと。授業後には制作のポイントや注意点をまとめて
おくこと。

履修上の
留意点

【革細工】　刃物を扱う上での注意。染料を使うので、対応できる服装で臨むこと。
　　　　　　　提出するレポートが自身の作品の内容になるよう理解すること。

授業形態 講義、実技実習、グループワーク

教科書 【革細工】　革の技法　楽しむための基本集　　　クラフト学園研究室　著　　日本ヴォーグ社

参考書 【革細工】　手縫いとかがり　彦坂和子　著　　学研

七宝焼き
・必要な道具、材料がわかる。
・基本的な作成方法を理解し、作成し、作品
を完成させることができる。

山田

作業分析
基礎作業学実習Ⅱで学習する作業活動を通し
て、作業の治療適応について学ぶ。

輿

マクラメ

・必要な道具、材料を列挙できる。
・作業工程を理解し、実際に作品を完成できる。
・作品を完成させるまでの工程を第三者にわかり
やすく説明できる。

輿

編み物（かぎ針編み）

・必要な道具、材料を列挙できる。
・作業工程を理解し、実際に作品を完成できる。
・作品を完成させるまでの工程を第三者にわかり
やすく説明できる。

輿

【革細工】　5月26日
　作品にするための道具の使用
　　接着剤、穴あけ

牛革・裏革を接着する。
穴あけ（かがり用）の注意点を説明する。

笹原

【革細工】　6月16日
　ダブルステッチ、仕上げ剤

レース（ひも状に細く裁った革）でかがる。
教科書・プリントを参考に、カービングによく使わ
れるステッチを習得する。

笹原

【革細工】　4月14日
　定期入れ　カービング法

図案を牛革にトレース、スーベルカッターで切り
込みを入れ、刻印工具で立体感を出す。
　　材料：牛革、牛レース、裏パーツ
　　　　　　合成裏地のり付、又はアメ豚

笹原

【革細工】　5月19日
　染色（牛革・牛レース）

サンプル・資料を参考に染料の種類を選び、染
色方法を学ぶ。

笹原

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

【革細工】
　オリエンテーション、スタンピング法

オリエンテーションを行い、革細工の特徴や道具
の名称、使用方法を理解できる。またそれをもと
にスタンピング法でしおりを作成できる。

梅田

単位数 1 時間数 45

教育目標
[一般目標]

【革細工】　革細工の技法である、スタンピング法およびカービング技法で作品を完成させ、工程を体験し
ながら作成への集中力・楽しさ・達成感を学ぶ。

科目名 基礎作業学 実習Ⅱ 担当者
　笹原　節子　　輿　登貴子
　梅田　雄嗣　　山田　剛史

学　年 2年 学　期 前期 学　科 作業療法学科

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項

令和２年度

1

2

3

4

5

6

7

履修上の
留意点

面接においては、1年次の作業療法評価学Ⅰで学んだ内容ををもとに授業が展開されることを念頭におい
て臨むこと。

担当者の
実務経験

病院で作業療法に従事

参考書 バイタルサイン　医学書院　　　　　病気が見えるVol.7　脳神経　メディックメディア

評価方法 レポート（梅田：20点）　期末試験（筆記試験）　（山田：80点）

授業時間外の
学習

面接においては、1年生に対する面接およびレポート課題を行う。

授業形態 講義、演習、グループワーク、発表

教科書 標準作業療法学　専門分野　作業療法評価学　医学書院

意識障害の評価法について
意識障害の種類と状態を説明できる。
意識障害の評価を説明できる。

山田

面接法について

面接の目的や一連の流れ、情報収集項目の理
解を深める。
1年生に対する面接体験にて、導入から実施ま
での流れを体験する。
面接を振り返り、自身の面接者としての態度や
情報収集方法について知り、よりよい面接のた
めに必要なことを考えることができる。

梅田

脳神経検査について
脳神経検査の意義を説明できる。
脳神経とその機能的分類を説明できる。
臨床でよく行われる検査法を実施できる。

山田

形態計測について
形態計測の目的と意義を説明できる。
形態計測の種類と計測方法を説明できる。
形態計測を実施できる。

山田

臨床検査値について
臨床検査には何があるか説明できる。
臨床検査値を作業療法にどのように役立て
るか説明できる。

山田

バイタルサインについて

バイタルサインの定義を説明できる。
バイタルサインの意味を説明できる。
バイタルサインの測定方法を説明できる。
バイタルサインの測定を実施できる。

山田

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

画像所見について
CTやMRIを用いた脳画像の診かたを説明で
きる。
X線写真の診かたを説明できる。

山田

単位数 1 時間数 30

教育目標
[一般目標]

作業療法の全領域における基本的な評価の知識・技術について演習を通して学ぶ。

科目名 作業療法評価学Ⅱ 担当者 梅田　雄嗣　　山田　剛史

学　年 2年 学　期 前期 学　科 作業療法学科

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項
令和２年度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

履修上の
留意点

実技実施時は動きやすい服装を着用すること。
講義以外時間で実技テストを行う。

担当者の
実務経験

病院で作業療法に従事

参考書
基礎運動学（医歯薬出版）
関節可動域測定（協同医書）
ＲＯＭ測定　第2版（三輪書店）

評価方法
筆記試験　70点［期末試験：60点，小テスト：10点]
実技試験　30点［中間実技試験：15点，期末実技試験：15点］

授業時間外の
学習

解剖学と生理学の復習、評価実技の基礎知識について自宅学習

授業形態 講義、実技実習

教科書

１．田崎義昭；ベッドサイドの神経の診かた改訂18版，南山堂
２．能登真一；標準作業療法学　作業療法評価学　第3版，医学書院
３．津山直一；新・徒手筋力検査法　原著第10版，エルゼビアジャパン
４．岡庭豊；病気がみえる　vol7　第2版，脳・神経，メディックメディア

徒手筋力検査について
（体幹、上肢、手指、下肢）

徒手筋力テストについて説明ができる
徒手筋力テストの目的、方法の説明ができる
徒手筋力テストを実施し、検査技術が実施でき
る

塩谷

上肢機能検査　について
（STEF、MFT、握力、ピンチ力）

上肢機能について説明ができる
各上肢機能検査が実施できる

塩谷

協調性運動検査について
協調性検査の目的、方法、種類の説明と実施が
できる

塩谷

関節可動域検査について
（体幹、上肢、手指、下肢）

関節可動域の説明ができる
関節可動域検査の目的、方法の説明ができる
関節可動域検査を実施し、検査技術が実施でき
る

塩谷

姿勢反射、平行反応、バランス検査
について

姿勢反射、平行反応、バランス検査の目的、方
法、種類の説明と実施ができる

塩谷

筋緊張検査について
筋緊張検査の目的、方法、種類の説明と実施が
できる

塩谷

感覚検査について
感覚検査の目的、方法、種類の説明と実施がで
きる

塩谷

反射検査について
腱反射・病的反射の目的、方法、種類の説明と
実施ができる

塩谷

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

評価とは 評価を実施する目的を説明することができる 塩谷

単位数 1 時間数 30

教育目標
[一般目標]

身体障害を対象とする作業療法を実施するにあたって対象者の状態が把握できるようになるために、基本
的な評価の目的、方法を学び、それらを実施できる。

科目名 作業療法評価学　身体障害 担当者 塩谷　絵梨

学　年 2年 学　期 前期 学　科 作業療法学科

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項

令和２年度

1

2

3

4

5

担当者の
実務経験

病院で身体障害領域の作業療法に従事

評価方法
期末試験 （筆記試験）；輿60点、山田25点
課題；輿15点

授業時間外の
学習

解剖学、生理学、運動学で既に学んだ知識を基に展開するので、必ず予習（復習）をして講義に臨むこと。

履修上の
留意点

課題については初回授業時にオリエンテーションを行う（輿）

授業形態 講義、演習

教科書
標準作業療法学　身体機能作業療法学　協同医書出版
脳卒中　基礎知識から最新リハビリテーションまで　医歯薬出版
病気がみえる　vol7.脳・神経　メディックメディア

参考書 メディカルスタッフのための神経内科学

症例検討
・片麻痺患者の症例について、身体構造・心身
機能の情報から障害像をイメージできる。

輿

頭部外傷について

・頭蓋骨から脳までの解剖学・生理学的構造を
説明できる。
・頭部障害の原因・病態、機能障害について説
明できる。
・脳血管障害との相違について理解できる。

山田

脳血管障害の評価について
・対象者の生活機能障害を、ICFに基づいて説明
できる。

輿

脳血管障害の作業療法について
・急性期・回復期・維持期における作業療法の目
的とプログラムを説明できる。

輿

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

脳血管障害について
・脳血管障害の病態について説明できる。
・脳血管障害の障害像と機能的予後について理
解できる。

輿

単位数 1 時間数 30

教育目標
[一般目標]

脳血管障害と頭部外傷の病態と生活機能障害について学び、対象者の障害像を理解する。
脳血管障害と頭部外傷に対する作業療法について学び、対象者に合せたプログラムを理解する。

科目名 作業治療学　中枢疾患Ⅰ 担当者 輿　登貴子　　山田　剛史

学　年 2年 学　期 前期 学　科 作業療法学科

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項
令和２年度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

履修上の
留意点

授業内で「ここがポイントです」と伝えた部分はしっかり押さえて下さい

担当者の
実務経験

病院で作業療法に従事

参考書
整形外科テキスト　改訂第4版
作業療法学ゴールドマスターテキスト４　身体障害作業療法学

評価方法 筆記試験末試験 （筆記試験）；永田25点、山田35点、塩谷40点

授業時間外の
学習

解剖学の復習

関節リウマチについて

関節リウマチについて説明することができる。
関節リウマチの病態・症状・診断・検査所見・治
療について理解し説明することができる。
作業療法評価・治療について項目をあげ説明す
ることができる。

塩谷

授業形態 座学（講義）、パワーポイント

教科書 標準作業療法学　身体機能作業療法学　　医学書院　

大腿骨頸部骨折、胸椎・腰椎圧
迫骨折について

大腿骨頸部骨折、胸椎・腰椎圧迫骨折について説明
することができる。
大腿骨頸部骨折、胸椎・腰椎圧迫骨折の病態・症状・
検査所見・治療について理解し説明することができ
る。
作業療法評価・治療について項目をあげ説明すること
ができる。

山田

末梢神経損傷について

末梢神経の構造・機能について説明することが
できる。
末梢神経損傷の病態・障害について理解および
説明することができる。
OT評価・治療について項目をあげ説明すること
ができる。

塩谷

まとめ 　二次的合併症の予防と重要性、治療の原則 永田

骨折について

骨の構造・リモデリングについて理解し説明すること
ができる。
骨折の分類、治癒過程、症状、診断、初期治療、合併
症について理解および説明することができる。
上肢骨の主な骨折部位とその特徴について理解およ
び説明することができる。
OT評価・治療について項目をあげ説明することができ
る。

山田

腱損傷の治療 修復過程、評価と治療のポイント 永田

頸部疾患の治療 疾患の種類、症状、評価と治療のポイント 永田

骨折の治療 治癒過程、合併症、評価と治療のポイント 永田

末梢神経損傷の治療 損傷分類、症状、評価と治療のポイント 永田

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

身体組成の基本的知識 骨、筋、神経などの役割や特徴を理解する 永田

単位数 1 時間数 30

教育目標
[一般目標]

作業療法の対象となる主な整形外科疾患に対しての評価と治療のポイントを理解する。

科目名 作業治療学　整形疾患Ⅰ 担当者
永田　明義

山田　剛史　　塩谷　絵梨

学　年 2年 学　期 前期 学　科 作業療法学科

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項

令和２年度

1

2

3

4

5

6

7

授業形態 講義　実技実習　グループ討議

回復状態に応じた作業療法

対象者の回復状態に応じた作業療法の役割が
説明できる。
　・急性期
　・亜急性期
　・回復期前期・後期
　・維持期、緩和期

水野

精神障害分野の作業療法に関連す
る法規

精神保健福祉法について説明できる。
医療観察法について説明できる。

水野

精神科医療および作業療法の歴史・
変遷

精神科医療および作業療法の歴史を説明でき
る。
精神障害分野におけるリハビリテーション・作業
療法の概要を説明できる。

水野

作業療法の治療構造

精神障害分野における作業療法の治療構造に
ついて説明できる。
　・概要
　・構成要素①対象者
　・構成要素②作業療法士
　・構成要素③作業活動
　・構成要素④集団・場
　・構成要素⑤時間

水野

作業活動の性質２　「創作」

実際に患者が作った作品を見ながら、その治療
目的や解釈などを紹介していく。実際に簡単な
創作体験を通じて臨床での表現の取り扱いにつ
いての理解を深めてもらう。また創作された物と
しての作品が対人関係の発達にどう機能するの
かウィニコットの移行対象の概念について患者
作品を踏まえて解説する。

藤井

作業活動と治療展開の実際を俯瞰
する

1症例を提示し、その出会いから作業療法の実
際を時系列に提示する。OTが患者をどう捉え、
何を目的に、どう関わっていったのか作業療法
の実際を知る機会とする。

藤井

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

作業活動の性質１　「感覚」

OTでは身体的活動、創作的活動、より言語的な
活動など様々な作業が用いられる。1回目は身
体的活動を取り上げ、特にOT、Pt双方の感覚に
焦点を当て両者の物理的距離や空間の構成、
実際の身体感覚と治療との関係性について体験
を交えて学習する。また治療者としての基本的
態度であるサリヴァンの「関与しながらの観察」
について紹介する。

藤井

単位数 1 時間数 30

教育目標
[一般目標]

精神科医療および作業療法の歴史・変遷を学ぶ。そして、精神障害分野の作業療法における治療構造を
もとに、回復状態に応じた作業療法を学ぶ。また、精神障害分野の作業療法に関連する法規を学ぶ。
精神科作業療法において作業活動が果たす治療的役割を臨床に即した素材と体験、関連する理論や概
念を通して理解する。

科目名 作業治療学　精神障害Ⅰ 担当者 藤井　雅裕　　水野　準也

学　年 2年 学　期 前期 学　科 作業療法学科

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項

担当者の
実務経験

病院で精神障害領域の作業療法に従事

評価方法 期末試験 （筆記試験）；水野65点　　　レポート；藤井35点

授業時間外の
学習

水野：単元ごとに行う確認テストを活用して、授業後は授業内容を元に主体的に復習を行うこと。

履修上の
留意点

水野担当の授業については、単元ごとに確認テストを予定している。詳細については、初回時にオリエン
テーションを行う。

教科書
藤井：特にありません。必要な資料は当方で用意します。
水野：　山根　寛　精神障害と作業療法　治る・治すから生きるへ　　第3版
　　　　 冨岡　詔子・小林　正義 ：　作業療法学全書　改訂第3版　作業治療学2　精神障害

参考書 適宜紹介する。

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項

授業科目 担当者

学　年 学　期 前期 学　科 作業療法学科 単位数 1 時間数 30

教育目標
〔一般目標〕

授業計画 担当者

1 西岡

2 古橋

3 西岡

4 西岡

5 古橋

6 西岡

7 古橋

8 西岡

授業形態

教科書

参考書

評価方法

授業時間外の
学習

履修上の
留意点

期末試験 （筆記試験）；100点

特になし。

成人の発達障害や重複診断に対するアプロー
チと社会参加

成人の発達障害について知り、発達障害をベースとした
他の疾患への対応及び社会への参加について学ぶ。

症例検討

模擬症例から情報を抽出し、足りない情報が何かがわ
かり、情報を整理し、焦点化を行い、医師の治療方針を
踏まえた上で、作業療法士としてのかかわり方について
考えることができる。

形態は講義形式、グループ討議。　学習資源としては、教科書、パワーポイントを使用する。

標準理学療法学・作業療法学―専門基礎分野　精神医学　第4版　　　医学書院　　

精神科薬物療法
向精神薬の分類、薬理、効果、副作用について理解で
き、具体的な処方内容をみて、医師の考えている治療効
果や起こりうる副作用について考えることができる。

子ども虐待 子ども虐待の現状とその対応について学ぶ。

精神疾患患者の高齢化とその対応
就労支援

精神疾患患者の高齢化および就労支援について理解で
き、どう対応すべきかについて考えて実行できる。

司法精神医学、医療観察法
　①刑事責任能力
　②心神喪失者等医療観察法

犯罪を成立させる要件を理解し、その上で医療観察法制
度、それに基づく実際の法律の内容としたOTの役割を
理解する。

児童・思春期精神医学の基本
発達とは

子どものこころの問題の基本と成人との違いを理解す
る。発達障害の基本について学ぶ。

精神療法
精神科的かかわりの特殊性を理解でき、具体的な場面
（例えば自分が妄想対象になった場合）で何を考え、どう
対処すべきかについて理解・実行できる。

令和2年度

精神医学Ⅱ 西岡　和郎　　古橋　功一

2年

精神医学Ⅰで得た知識に加え、臨床実践的な知識を得るとともに、それらの知識を実際の臨床場面を想定して応用すること
ができる。

授業計画（テーマ） 授業内容〔行動目標〕

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項
令和２年度

1

2

3

4

5

6

7

8

履修上の
留意点

基礎運動学および解剖学・生理学の内容に基づいて授業が行われるため、事前に基礎知識が必要となる
ことを念頭において取り組むこと。

担当者の
実務経験

病院で作業療法に従事

参考書 作業療法学全書７巻　老年期　村田和香編集　協同医書出版社

評価方法 期末試験 （筆記試験）；65点、事前課題；20点、老人体験レポート；15点

授業時間外の
学習

解剖学・生理学に関する事前課題および老人体験のレポートを作成する（別途オリエンテーションを行う）。

まとめ
高齢者の生活上の課題について、高齢者の特
性と環境因子を関連づけてイメージすることがで
きる。

梅田

授業形態 講義、グループワーク、体験、発表

教科書 標準作業療法学　高齢期作業療法学　　医学書院

老人体験
擬似的に高齢者の身体機能を体験する。
高齢者の身体面・精神面について老化と関連付
けて検証し、自分の考えを説明できる。

梅田

老年症候群
老年症候群とは何かについて、説明できる。
老年症候群の項目を列挙し、各項目の具体的症
状について説明できる。

梅田

高齢者介護

現代の家族機能と高齢者介護の関連について
説明できる。
高齢者介護における問題点について、自分の考
えを説明できる。

梅田

高齢期の一般的特徴

老化とは何か、老化の原因について説明でき
る。
高齢者の運動機能の特性を機能ごとに整理し、
説明できる。
高齢者の感覚・知覚・認知機能の特性を機能ご
とに整理し、説明できる。
高齢者の精神的・心理的機能の特性を整理し、
説明できる。

梅田

老年期における生活課題
高齢者の生活における課題を、社会的・機能的
視点から説明できる。

梅田

老年期のライフイベントと適応
高齢者の社会参加や適応のあり方について、発
達課題や理論と関連づけて説明できる。

梅田

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

高齢社会、高齢者を取り巻く環境

高齢者および高齢社会の定義について説明でき
る。
高齢化の現状と問題点について説明できる。
制度とあわせて高齢者を取り巻く環境について
説明できる。

梅田

単位数 1 時間数 30

教育目標
[一般目標]

高齢者の特性と高齢者を取り巻く心理社会的背景を理解する。
高齢者の生活上の課題について理解する。

科目名 作業治療学　老年期障害Ⅰ 担当者 梅田　雄嗣

学　年 2年 学　期 前期 学　科 作業療法学科

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院



授　業　要　項

令和２年度

1

2

3

4

5

履修上の
留意点

各自必要となる参考書（教科書）や資料を持参して授業に臨むこと。

担当者の
実務経験

病院で作業療法に従事

参考書

改訂第２版　作業療法学　ゴールドマスター・テキスト身体障害作業療法学/メジカルビュー社
クリニカル作業療法シリーズ　身体障害領域の作業療法/中央法規
作業療法学全書[改訂第３版]第4巻　作業治療学1身体障害/協同医書出版社
改訂第２版　リハ実践テクニック　関節リウマチ/メジカルビュー社

評価方法
期末試験 （筆記試験）；藤部　60点、塩谷　20点
レポート課題；藤部　20点

授業時間外の
学習

藤部：レポートの作成
塩谷：生活環境論と整形疾患学の復習

授業形態 講義、演習、グループワーク

教科書
新版日常生活活動（ADL）　医歯薬出版株式会社
脳卒中の機能評価　SIASとFIM［基礎編］　金原出版株式会社

脳血管障害のADL

・障害特性に応じた評価におけるポイント、ADL
訓練における留意点について理解および説明で
きる。
・ADL・IADLの各項目について、動作の工程を理
解し説明できる。

藤部

関節リウマチのADL

・障害特性に応じた評価におけるポイント、ADL
訓練における留意点について理解および説明で
きる。
・ADL・IADLの各項目について、動作の工程を理
解し説明できる。

塩谷

日常生活活動と障害との関係
・日常生活活動を遂行するための身体機能、影
響因子を説明できる。
・日常生活活動の障害について説明できる。

藤部

日常生活活動評価について
・評価の目的を理解できる。
・評価方法について説明できる。
・FIM/Barthel indexの特徴について説明できる。

藤部

授業計画 テーマ
授業内容

[行動目標]
担当者

日常生活活動の概念・意義・範囲

・ADLの歴史を学びADLの概念や範囲について
理解できる。
・ADL・IADL・QOLの定義について説明できる。
・ADL・IADLの項目をあげることができ、内容に
ついて説明できる。

藤部

単位数 1 時間数 30

教育目標
[一般目標]

身体障害領域においてADLの維持・改善を目的としたOTを実施するために、必要な基礎的な知識を身に
つ　ける。また、その知識をもとにOTに必要なADLの基本的な考え方を身につける。

科目名 日常生活活動 担当者 藤部　百代　　　塩谷　絵梨

学　年 2年 学　期 前期 学　科 作業療法学科

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院附属リハビリテーション学院


